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かながわ健康プラン２１（第２次）の一部修正の概要
[bookmark: _GoBack]
今回の一部修正では、健康格差の基準値の設定及び関連計画の改訂に伴い、本計画との整合性を図るための目標値等の時点修正を行った。

【修正内容】
（１）　目標「県内の各地域の健康格差の縮小をはかる」の基準値を設定
＜新＞
	
	目標
	基準値
	年度
	目標値
	年度
	目標値の考え方

	２
	県内の各地域の健康格差の縮小をはかる
	地域政策圏単位
（65歳からの平均自立期間の最長と最短の差）
男性　　0.49年
女性　　0.51年
	H22
	縮小
	H34
	○国の計画と同様に、健康状態は、地域毎に差が生じている場合があることから、各地域の健康格差の縮小を目標とした。



＜旧＞
	
	目標
	基準値
	年度
	目標値
	年度
	目標値の考え方

	２
	県内の各地域の健康格差の縮小をはかる
	今後算定
	
	縮小
	H34
	○国の計画と同様に、健康状態は、地域毎に差が生じている場合があることから、各地域の健康格差の縮小を目標とした
〇本計画の策定時には、地域格差の指標として、平均寿命に着目をして県内の市町村の状況を確認した。



（２）　関連計画の改定に伴う目標値等の修正
「神奈川県がん対策推進計画」「神奈川県医療費適正化計画」「かながわ自殺総合対策指針」「第２次神奈川県食育推進計画」「神奈川県スポーツ振興指針」の改定内容に合わせた目標年度、目標値の修正。

修正した目標項目
・がんの75歳未満の年齢調整死亡率の減少　　・がん検診受診率の向上
・特定健康診査・特定保健指導の実施率の向上
・メタボリックシンドロームの該当者及び予備軍の減少　・自殺者の減少
・朝食を欠食する小学5年生の割合の減少
・子どもの週3回以上のスポーツ実施率の増加、非実施率の減少
・朝食又は夕食を家族と一緒に食べる共食の回数の増加　
・成人の喫煙率の減少　・未成年者の喫煙をなくす
・神奈川県公共的施設における受動喫煙防止条例の適切な施行により、公共的施設
での受動喫煙に遭遇する機会を減らす。受動喫煙による健康への悪影響について
の普及啓発を進め、職場や家庭での遭遇機会を減らす
